〇　招　集　告　示
坂戸・鶴ヶ島消防組合告示第６号
　平成２７年７月１０日第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部に招集する。
　　　平成２７年６月２４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者　　石　川　　　清
〇　会　　期
　　平成２７年７月１０日　１日間
　　　　　　　　　　　　　　　　〇応招・不応招議員
応招議員（８名）

　　　　　１番　　　鈴　　木　　友　　之　　　　　　　　　２番　　　髙　　橋　　剣　　二

　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　森　　田　　精　　一

　　　　　５番　　　柴　　田　　文　　子　　　　　　　　　６番　　　松　　尾　　孝　　彦

　　　　　７番　　　宮　　﨑　　雅　　之　　　　　　　　　８番　　　小　　川　　達　　夫

不応招議員（なし）

平成２７年第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会
〇議事日程（第１号）　平成２７年７月１０日

　日程第１　会議録署名議員の指名について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第２　会期の決定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第３　諸報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第３号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第４　議案第　８号　坂戸・鶴ヶ島消防組合職員定数条例の一部を改正する条例制定の件　　　　　

　日程第５　議案第　９号　坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例制定の

　　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第６　議案第１０号　財産の取得について（高規格救急自動車購入）　　　　　　　　　　　　　　

　日程第７　一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

午前１０時００分開会

　出席議員（８名）

　　　　　１番　　　鈴　　木　　友　　之　　　　　　　　　２番　　　髙　　橋　　剣　　二

　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　森　　田　　精　　一

　　　　　５番　　　柴　　田　　文　　子　　　　　　　　　６番　　　松　　尾　　孝　　彦

　　　　　７番　　　宮　　﨑　　雅　　之　　　　　　　　　８番　　　小　　川　　達　　夫

　欠席議員（なし）

　説明のための出席者

　　　管理者　　　石　　川　　　　　清　　　　　　　副管理者　　　藤　　縄　　善　　朗

　　　会　　計

　　　　　　　　　　岩　　切　　一　　郎　　　　　　　消防長　　　加　　藤　　公　　司

　　　管理者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次　　長

　　　次　　長　　　岡　　部　　久　　志　　　　　　（指令課長　　　川　　野　　敬　　三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務取扱）

　　　副参与
　　（坂　　戸

　　　　　　　　　　髙　　橋　　義　　裕　　　　　　　庶務課長　　　寺　　田　　精　　一

　　　消防署長

　　　事務取扱）

　　　予防課長　　　金　　子　　和　　宏　　　　　　　警防課長　　　中　　村　　政　　美

　　　鶴ヶ島
　　　　　　　　　　髙　　橋　　長　　美　　　　　　　監査委員　　　村　　田　　昭　　夫

　　　消防署長

　事務局職員出席者

　　　書　　記　　　鹿ノ戸　　和　　弘　　　　　　　書　　記　　　今　　野　　淳　　一

　　　書　　記　　　仲　　島　　博　　之　　　　　　　書　　記　　　沼　　田　　淳　　司

　　　書　　記　　　野　　口　　功　　介

　　　◎開会及び開議の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１０時００分）

〇森田精一議長　議員の皆さん、おはようございます。

　　現在の出席議員、８人全員でございます。

　　よって、定足数に達しておりますので、ただいまから平成27年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長の挨拶
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　議事に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。

　　本日、平成27年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私ともにお忙しい中をご出席をいただき、ここに開会の運びとなりましたことに対しまして、厚く御礼を申し上げます。

　　また、説明者におかれましても、お忙しい中、石川管理者並びに藤縄副管理者をはじめ関係者のご出席をいただき、厚く御礼を申し上げる次第であります。

　　本日は、議案第８号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合職員定数条例の一部を改正する条例制定の件」をはじめ３議案が提出されております。

　　本組合充実のため、何とぞ慎重ご審議の上、適切なるご議決とともに、議事の運営につきましても格別のご協力を賜りますようお願いを申し上げまして、開会の挨拶とさせていただきます。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議事日程の報告
〇森田精一議長　議事日程につきましては、お手元に配付のとおりです。

　　直ちに本日の議事に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会議録署名議員の指名について
〇森田精一議長　日程第１・「会議録署名議員の指名について」を行います。

　　会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により、議長において

　　１　番　　鈴　　木　　友　　之　議員

　　２　番　　髙　　橋　　剣　　二　議員

　の両議員を指名いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会期の決定について
〇森田精一議長　日程第２・「会期の決定について」を議題といたします。

　　お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、平成27年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の会期は、本日１日と決定いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎諸報告
　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第３号）

〇森田精一議長　日程第３・「諸報告」をいたします。

　　はじめに、監査委員より平成27年４月分から５月分の現金出納検査の結果報告がありました。お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　次に、今期定例会に議事説明者として出席通知のありました者の職・氏名並びに事務局職員の職・氏名を一覧表として配付しておきましたので、ご了承願います。

　　以上で諸報告を終わります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第８号～議案第１０号の一括上程について
〇森田精一議長　お諮りいたします。

　　日程第４・議案第８号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合職員定数条例の一部を改正する条例制定の件」から日程第６・議案第10号・「財産の取得について（高規格救急自動車購入）」までを一括議題とすることにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、そのように決定をいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第８号～議案第１０号の一括上程、説明
〇森田精一議長　日程第４・議案第８号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合職員定数条例の一部を改正する条例制定の件」から日程第６・議案第10号・「財産の取得について（高規格救急自動車購入）」までを一括議題といたします。

　　議案につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　提案理由の説明を求めます。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　おはようございます。ただいま議題となっております議案第８号から議案第10号までの３件につきまして、一括して提案理由のご説明を申し上げます。

　　まず、議案第８号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合職員定数条例の一部を改正する条例制定の件」でありますが、急速に進む高齢化社会や大規模災害等の消防を取り巻く諸情勢の著しい変化に鑑み、消防力の整備指針が改正されたこと等に伴い、消防力の充実強化、消防職員の増員を必要とするため、所要の改正を行うものであります。

　　改正内容につきましては、職員の定数を195人から210人とするものであります。

　　次に、議案第９号・「坂戸・鶴ケ島消防組合職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例制定の件」でありますが、被保険者年金制度の一元化等を図るための厚生年金保険法等の一部を改正する法律の施行により、共済年金が厚生年金に統一されることに伴い、所要の改正を行うものであります。

　　次に、議案第10号・「財産の取得について（高規格救急自動車購入）」でありますが、現在の坂戸救急２号車は、購入後８年が経過し、走行距離が21万キロを超えておりますので、車両の更新計画に基づき、これを更新するものであります。

　　納入業者につきましては、指名競争入札により５月29日に入札いたしました結果、埼玉トヨタ自動車株式会社鶴ヶ島店が税込み価格3,090万9,600円で落札したものであります。

　　以上、議案第８号から議案第10号につきまして提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重ご審議の上、速やかなるご議決を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

　　　　（石川　清管理者降壇）

〇森田精一議長　以上をもって提案理由の説明は終わりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第８号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　これより各案件につき、単独質疑、討論、採決に入ります。

　　最初に、日程第４・議案第８号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合職員定数条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。

　　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　１番、鈴木友之です。ただいま議題となっております議案第８号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合職員定数条例の一部を改正する条例制定の件」について、何点か質疑を行います。

　　消防力の整備指針の一部改正に伴って、消防力の増強を図るための職員の増員という条例の改正ということですけれども、定数を195人から210人に改め、消防力の増強を図るということですけれども、これは一気に実施するものではなくて、今後、退職者数も踏まえて段階的に行うということを考えるところですけれども、消防職員の増員の計画をどのように進めていくのか、お伺いをいたします。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　職員定数の改正に伴う増員計画についてでございますが、今回の職員定数の改正は、消防力の整備指針の改正により、救急隊１隊が増隊されたこと、また緊急消防援助隊埼玉県隊の出動編制の変更により、当組合の登録部隊４隊に同時に出動要請される可能性が高くなったことに伴い、職員の増員を行うものでございます。そのため、救急隊１隊を増隊するために必要な人員及び現在、両分署においては、管轄内の火災出動時、救急車を出動不能とし、救急隊員も消防車両で出動していることから、両分署の増員もあわせて行い、消防力の低下を防ぐものであります。職員の増員計画につきましては、同時に不足分を採用するということではなく、消防学校での研修、教育期間等を考慮し、計画的に数年計画で採用していきたいと考えております。基本的には、その都度、構成両市と調整を図り、正副管理者のご判断のもと、計画的に進めてまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　地震や風水害などの大規模災害への備えを強化して、多様化する災害から住民の生命、身体及び財産を守る責任を全うするための消防力の充実強化を着実に図っていくというこの必要性から、消防力の整備指針、この改正が行われました。この一部改正の主なポイントについて、お伺いをいたします。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　消防力の整備指針の改正のポイントについてでございますが、消防力の整備指針は、消防を取り巻く諸情勢の変化に鑑み、その都度、改正されておりますが、今回の平成26年10月の改正では、認知症高齢者グループホーム火災、福知山市花火大会火災などの発生により、市町村の火災予防体制の構築と、急速に進む高齢化社会による救急需要の増加に対応するための救急車の配置基準等が改正されたものでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　それでは、各市町村においては、保有する消防力を改めて総点検をして、改正後の整備指針や基準に基づいて計画的には整備を進めていくことが求められているというところですけれども、近隣自治体の状況についてお伺いをいたします。

〇森田精一議長　寺田庶務課長。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　今回の消防力の整備指針の改正に伴う近隣消防本部の状況についてでございますが、第２ブロック内の７消防本部のうち、救急車の不足が生じたのが、当組合を含みます４消防本部でございます。川越地区消防局、埼玉県南西部消防本部では、計画的に増隊する予定と伺っております。入間東部地区消防本部につきましては、昨年度、１隊を増隊しましたことから、当面増隊は難しいと伺っております。また、埼玉西部消防局、比企広域消防本部では、広域化等の合併により、現況でも新基準を超える台数を保有しており、西入間広域消防本部では新基準でも現行台数で充足している状況であります。近隣消防本部でも、消防力の整備指針の改正に伴い不足する救急自動車については、増隊する方向で準備を進めているということであります。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇１番（鈴木友之議員）　はい。

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第８号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第９号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第５・議案第９号・「坂戸・鶴ケ島消防組合職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第９号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１０号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第６・議案第10号・「財産の取得について（高規格救急自動車購入）」に対する質疑に入ります。

　　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　１番、鈴木友之です。ただいま議題となっております議案第10号・「財産の取得について」質疑を進めていきたいと思います。

　　高規格救急自動車の更新ということで、現行車両が８年経過して21万キロを超えているという状況とのことですけれども、車両の更新時期について、年数や走行距離などの特徴があればお伺いいたします。

〇森田精一議長　中村警防課長、答弁。

〇中村政美警防課長　お答え申し上げます。

　　救急車の更新時期についてでございますが、当消防組合の車両整備計画に基づきまして、配備先の出動状況が異なりますことから、使用年数を７年から13年といたしまして、その間で走行距離20万キロを超えないように計画をしているところでございます。そのような関係から、昨年更新させていただきました西救急１号車につきましては13年、今回更新いたします坂戸救急２号車につきましては８年となっている状況でございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　現行車両は２輪駆動ということで、今回更新する車両の特徴として駆動方式が４輪駆動としています。この４輪駆動とした理由についてお伺いをいたします。

〇森田精一議長　中村警防課長、答弁。

〇中村政美警防課長　お答え申し上げます。

　　４輪駆動車にした理由についてでございますが、今回更新いたします坂戸救急２号車につきましては、緊急消防援助隊の登録車両でありますことから、国庫補助金の交付を受けて更新するものであります。補助金交付要綱には、補助対象設備の規格が４輪駆動車となっていることから、４輪駆動方式を採用したものであります。

　　なお、当管内では、昨年度更新させていただきました坂戸消防署西分署の救急車につきましても、地形等を考慮いたしまして４輪駆動方式を採用したものでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇１番（鈴木友之議員）　はい。

〇森田精一議長　ほかに。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第10号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎一般質問
〇森田精一議長　日程第７・「一般質問」を行います。

　　通告者は２人であります。

　　発言を許可いたします。

　　なお、質問時間につきましては、議会運営についての申し合わせ事項により、執行部の答弁を含め60分以内となっておりますので、ご注意願います。

　　６番・松尾孝彦議員。

　　　　（６番「松尾孝彦議員」登壇）

〇６番（松尾孝彦議員）　６番、松尾孝彦でございます。ただいま議長より発言の許可をいただきましたので、私の一般質問をこれから行います。

　　バイスタンダー保険の導入について、事故や災害の現場を含め、日常の中で急病者の近くに居合わせた人、バイスタンダーに積極的に応急処置を実施してもらおうと、東京消防庁がバイスタンダーが処理の最中にけがをした場合などの医療費を助成する制度、バイスタンダー保険を平成27年度から導入しております。このような観点から、今後の国や県の動向を見なければなりませんが、現時点において想定される本組合の対応について以下質問いたします。

　　（１）、本組合の現状について。

　　（２）、今後の方向性及び取り組みについて。

　　以上、１回目の質問とさせていただきます。

　　　　（６番「松尾孝彦議員」降壇）

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

　　　　（加藤公司消防長登壇）

〇加藤公司消防長　お答えを申し上げます。

　　はじめに、バイスタンダー保険についての本組合の現状についてでございますが、新聞報道等によりますと、東京消防庁では災害や事故で応急処置に協力した救護者が、処置の最中にけがをした、あるいは血液に接触し感染のおそれがあるといった場合などの治療費や検査費用の一部を助成する制度、いわゆるバイスタンダー保険を今年度中に導入されるとのことであります。

　　そこで、東京消防庁に確認をいたしましたところ、現在では対応できる保険会社は決定しておらず、内容等につきましても確定していないとのことでございました。本組合におきましては、消防法に規定する消防作業に従事した者、または救急業務に協力した者の災害につきましては、埼玉県市町村総合事務組合の市町村消防団員等公務災害補償条例により補償されることとなっております。

　　次に、今後の方向性及び取り組みについてでございますが、本組合では救命講習を平成25年には1,037名、平成26年には1,287名の方に受講していただく等、応急手当ての普及啓発に努めるとともに、119番通報時に必要に応じて口頭指導を実施しております。その結果、救急事故現場におけるバイスタンダーによる応急手当ての実施状況も増加している状況でございます。今後、万一バイスタンダーにおける負傷、感染等の事故が発生した場合には、これまで同様、市町村消防団員等公務災害補償条例により、適切に対応してまいりたいと考えております。

　　以上でございます。

　　　　（加藤公司消防長降壇）

〇森田精一議長　６番・松尾孝彦議員。

〇６番（松尾孝彦議員）　６番、松尾孝彦でございます。ありがとうございました。

　　それでは、再質問させていただきます。

　　まず、１問目の本組合の現状についてということなのですが、関連して教えていただきたいのですが、救急車の到着時間は大体どのくらいになっているのでしょうか。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答えを申し上げます。

　　救急車到着時間でございますが、覚知、いわゆる119番を受信した時点から現場に到着するまでの時間ということで、平成25年が8.4分、平成26年が９分ということで、ここ何年かは年々延長しているような傾向にございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　６番・松尾孝彦議員。

〇６番（松尾孝彦議員）　それで、再質問の中でまた確認したいのですが、応急手当てをした人、今回、バイスタンダーということなのですが、負傷や病気感染したケースというのは今まであったのでしょうか。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答えを申し上げます。

　　本組合におきましては、これまでのところバイスタンダーの負傷、感染等の事故は発生しておりません。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　６番・松尾孝彦議員。

〇６番（松尾孝彦議員）　また再質問なのですけれども、応急手当てをするということに対して敬遠をするというか、嫌がるというか、そういう声は出ていませんでしょうか。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答えを申し上げます。

　　救急現場において協力要請に対して敬遠する方向があるかというご質問でございますが、本組合では救急現場でバイスタンダーの方に協力要請をするということは余りケースはないわけでございまして、そういった拒否された件数等についての記録はございません関係から、バイスタンダーによる心肺蘇生法の実施件数でちょっと参考にお答えをさせていただきたいと思います。

　　平成25年につきましては、心肺停止症例135件に対しまして54件で40％、平成26年は心肺停止症例148件に対しまして72件で48.6％と増加傾向にありまして、応急手当ての普及啓発あるいは市民のそういった協力体制が浸透しつつあるものと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　６番・松尾孝彦議員。

〇６番（松尾孝彦議員）　続きまして、今後の方向性及び取り組みについて確認させてください。今、救急講習とか、市民の方に対して学校や事業所関係の方に技術を講習しておられますが、このときに応急手当てのリスクについては何か伝えていらっしゃいますでしょうか。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　本組合におきましては、救命講習で応急手当ての重要性のほか、応急手当てにおける二次災害及び感染の危険性も説明をいたしまして、救護者自身の二次災害の防止、感染防止についても重要な課題として指導を行うと同時に、積極的な応急手当てをお願いしているところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　６番。

〇６番（松尾孝彦議員）　了解しました。

〇森田精一議長　それでは、次に移りたいと思います。

　　次に、５番・柴田文子議員。

　　　　（５番「柴田文子議員」登壇）

〇５番（柴田文子議員）　５番、柴田文子です。通告に従いまして、一般質問を行います。

　　大項目１点目、消防の広域化についてお伺いします。この件につきましては、過去、松村議員、山中議員が質問してこられましたが、再度確認のためお伺いいたします。

　　本年４月１日より、坂戸・鶴ヶ島消防組合では消防通信指令業務の共同運用に伴い、坂戸・鶴ヶ島消防組合、西入間広域消防組合消防指令センターを整備し、運用を開始しました。埼玉県消防広域化推進計画で示す市町村の組み合わせは、本組合は第３ブロックであり、川越市、東松山市、朝霞市、志木市、和光市、新座市、富士見市、ふじみ野市、三芳町、毛呂山町、越生町、滑川町、嵐山町、小川町、川島町、吉見町、鳩山町、ときがわ町、東秩父村と広範囲であります。消防指令センターと広域化の関連性についてお伺いいたします。

　　１、広域化消防運営計画について。消防広域化推進計画で枠組みが決まっている中での当消防本部が所属している第３ブロックの状況についてお伺いいたします。

　　２、広域化後の消防本部と消防団の連携についてお伺いいたします。

　　３、消防広域化に伴う一部事務組合の再編や統廃合について。今年度から当消防組合と西入間広域消防組合で消防通信指令業務の共同運用が始まったわけでありますが、これは将来に向けた広域化を目的としたものか、お伺いいたします。

　　４、本年４月27日付で各都道府県知事宛てに「期限内の広域化の推進について」という通知で要請されていますが、現状と方向性について県内の状況についてお伺いいたします。

　　大項目２点目、民間の患者搬送車についてお伺いいたします。横浜市では、救急車を利用するほどではなくても、病院などへ行く手段がないときに利用できる民間の患者搬送車をホームページに載せています。急速な高齢化が進む社会にあって、本来救うべき人に救急車が活用されるように、これから取り組むべき課題だと考えます。以上の観点から次の質問を行います。

　　１、救急搬送のうち高齢者の状況について、平成26年度中、65歳以上の高齢者についてお聞きいたします。

　　２、退院、転院などについて、平成26年度中、転院などで救急車を利用した人数、また65歳以上の高齢者の件数についてお伺いいたします。

　　３、本組合の方向性についてお聞きして、１回目の質問といたします。

　　　　（５番「柴田文子議員」降壇）

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

　　　　（加藤公司消防長登壇）

〇加藤公司消防長　ご質問の項目に従い順次お答え申し上げます。

　　はじめに、消防の広域化についての広域化運営計画についてでありますが、埼玉県消防広域化推進計画において、当消防本部が割り振られております第３ブロックにつきましては、現在までのところ進展がございません。ご質問の広域消防運営計画につきましては、広域化をするに当たり、その対象となる市町村で基本指針を踏まえ協議、調整し、策定するものと考えておりますので、現段階での進展はない状況でございます。

　　次に、広域化後の消防本部と消防団の連携についてでございますが、消防組織法第31条、市町村の消防の広域化の中において、消防団の事務は除くと明記されており、消防団の位置づけは変わるものではないと認識をしております。しかし、広域化することになりますと、消防団事務は基本的に市町村に移ることになりますが、広域消防運営計画を策定する段階において、消防団と管轄する消防署との連携が図れるよう協議、調整する必要があるものと考えております。

　　次に、消防広域化に伴う一部事務組合の再編や統廃合についてでございますが、広域化をする対象市町村で協議、調整する内容であると認識しておりますので、現段階では進展がございません。なお、ご高承のとおり、本年４月１日から西入間広域消防組合との指令業務の共同運用を開始し、消防救急無線デジタル化を共同で整備するため、坂戸・鶴ヶ島消防組合、西入間広域消防組合消防指令センターを開始したところでございます。しかしながら、この事業はあくまでも指令業務の共同運用でありまして、広域化を目的としたものではないと捉えております。

　　次に、期限内の消防の広域化の推進について要請されているが、現状と方向性についてでございますが、消防広域化の県内の推進状況につきましては、第４ブロックが埼玉西部消防局として、また第７ブロックにつきましては羽生市、蓮田市は脱退いたしましたが、埼玉東部消防組合消防局としまして平成25年４月１日に広域化がされたところでございます。

　　また、第１ブロックの一部である上尾市と伊奈町におきましては、平成26年９月に埼玉県の消防広域化重点地域に指定され、また第６ブロックの草加市と八潮市につきましては、両市の市議会の議決を経て平成28年４月１日から広域化をするという状況でございます。当消防組合が所属する第３ブロックを含め他のブロックにつきましては、現在、全く動きがない状況でございます。このことから、現在の状況を維持しつつ、埼玉県及び構成両市と十分な連絡調整を図ってまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　次に、民間患者搬送車についての救急搬送のうち、高齢者の状況についてでございますが、本組合の平成26年中における搬送人員は5,965人で、そのうち65歳以上の高齢者の方は3,197人であり、全搬送人員の53.6％を占めている状況でございます。

　　次に、退院、転院などについてでございますが、平成26年中の転院搬送人員につきましては510人で、全搬送人員の8.5％を占めており、そのうち高齢者につきましては284人で55.7％となっている状況でございます。なお、ご質問の退院の際に利用された実績はございません。

　　次に、本組合の方向性についてでございますが、全国でも平成25年中の救急出場件数のうち、転院搬送件数が8.3％と大きな割合を占めている状況下でありまして、増加傾向にあります。そのため、全国消防長会では、救急需要対策として限られた医療資源で住民サービスを低下させず、真に必要としている住民に対して救急車を迅速、的確に出動できるよう、本年６月、国に対しまして転院搬送における救急車の適正利用等に係る要望書を提出したところでございます。本組合といたしましても、転院搬送は大きな割合を占めている関係から、全国消防長会の動向を注視し、近隣消防本部と足並みをそろえ対応してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　以上でございます。

　　　　（加藤公司消防長降壇）

〇森田精一議長　５番・柴田文子議員

〇５番（柴田文子議員）　救急搬送について１番目にお聞きしたわけでありますが、１日の中で複数回救急車を利用した65歳以上の人数、件数についてお伺いいたします。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答えを申し上げます。

　　平成26年中におきます１日複数回利用者ということでございますが、ご質問の65歳以上の高齢者の方の利用者につきましては23名で、延べ49件出場しており、内訳は１名が１日に３回、ほかの22名の方が１日に２回という利用の状況でございます。全体の１日複数回利用者の中から65歳以上の高齢者につきましては、49.5％という利用状況になっております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇５番（柴田文子議員）　はい。

〇森田精一議長　以上で一般質問を終了いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉議の宣告
〇森田精一議長　以上をもちまして、今期定例会の議事は全て終了いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長の挨拶
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。

　　議員皆様のご理解とご協力を賜り、閉会の運びとなりましたことに対し、深く感謝を申し上げる次第であります。

　　これから厳しい夏の暑さを迎え、議員各位におかれましてもくれぐれもご自愛いただくとともに、今後とも地域の進展と消防行政推進のため、なお一層のご尽力を賜りますようお願いを申し上げまして、閉会の挨拶といたします。

　　ありがとうございました。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎管理者の挨拶
〇森田精一議長　石川管理者から挨拶のための発言を求められておりますので、許します。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　提出議案３件につきまして可決をいただき、心から感謝を申し上げる次第であります。

　　それでは、５月議会臨時会以降の各種事業及び火災等の概要についてご報告を申し上げます。

　　はじめに、各種事業でありますが、６月10日、11日には、今年度第１回の甲種防火管理者資格取得新規講習会を開催し、各事業所から50名が受講され、資格を得られました。

　　次に、６月17日に開催されました「第42回埼玉県消防救助技術指導会」に、当消防組合から埼玉県第２ブロック消防長会消防救助技術指導会を勝ち抜きました３チーム15名の職員が出場し、「障害突破」訓練に出場いたしました１チーム５名につきましては、23チーム中第１位で、７月17日に埼玉県ふじみ野市で開催される関東大会への出場権を獲得いたしました。

　　次に、本年１月から６月までの火災件数は42件で、前年同期と比較いたしますと10件の増となっております。このうち建物火災は10件でありました。

　　次に、救急出場件数は3,362件で、前年同期と比較いたしますと39件の減となっております。今後におきましても、ますます複雑多様化する各種災害等に的確に対応し、住民の負託に応えるべく万全を期してまいりますので、今後とも議員皆様には変わらざるご支援、ご指導を賜りますようお願いを申し上げます。

　　いよいよ暑さも厳しさを増してまいります。議員皆様におかれましては、健康に十分ご留意をいただくとともに、ますますのご活躍をお祈り申し上げ、挨拶といたします。

　　ありがとうございました。

　　　　（石川　清管理者降壇）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１０時３９分）

〇森田精一議長　これをもちまして、平成27年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の議事を閉じ、閉会といたします。
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